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1.  平成24年3月期第3四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 25,113 1.9 2,468 △12.2 2,522 △12.7 1,431 △4.8
23年3月期第3四半期 24,636 48.3 2,811 ― 2,889 ― 1,503 ―

（注）包括利益 24年3月期第3四半期 1,273百万円 （△8.6％） 23年3月期第3四半期 1,392百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 44.19 ―
23年3月期第3四半期 46.40 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期第3四半期 30,423 20,798 67.9 637.66
23年3月期 32,183 19,850 61.2 608.49
（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  20,651百万円 23年3月期  19,707百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 4.00 ― 5.00 9.00
24年3月期 ― 5.00 ―
24年3月期（予想） 5.00 10.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 32,500 △1.0 3,100 △10.9 3,200 △10.0 1,800 △12.8 55.58



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決
算短信（添付資料）2ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 32,461,468 株 23年3月期 32,461,468 株
② 期末自己株式数 24年3月期3Q 75,615 株 23年3月期 73,701 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 32,387,027 株 23年3月期3Q 32,396,810 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、３月に発生した東日本大震災の影響から一時的に回復の兆し

がみられました。しかし、その後、歴史的円高の進行やタイ洪水の影響、更には欧州債務危機懸念などにより、極

めて不透明な状況となりました。 

 当社及び連結子会社（以下「当社グループ」という。）が属するステンレス鋼線業界におきましても、震災やタ

イ洪水の影響に伴う自動車業界及び家電業界の生産活動の停滞などにより、出荷数量は前年同期に比べ約１割程度

減少するなど厳しい状況で推移しました。 

 このような状況下、当社グループでは、１）ＲＯＡ１０％以上、２）海外売上高比率２５％以上、３）高機能製

品・独自製品（ばね用材、耐熱ボルト用材、金属繊維など）の売上高比率６０％以上などを経営目標とする『第 

１１次中期計画』（最終年度平成２４年３月期）の達成に向け、収益の一段の向上に鋭意取り組んでまいりまし

た。 

 主力のステンレス鋼線部門は、東日本大震災やタイ洪水の影響により販売数量は減少しましたが、一方でニッケ

ル価格変動に伴う販売価格引上げ効果により、売上高は前年同期比微増となりました。金属繊維部門では、半導体

向けの超精密ガスフィルター（ナスクリーン）の需要が調整局面に入り減少となりましたが、主力のナスロンフィ

ルター分野は高機能樹脂や化合繊維向けの旺盛な需要に支えられ堅調に推移しました。これらの結果、当第３四半

期連結累計期間の売上高は２５１億１３百万円と前年同期比１．９％の増収となりました。損益につきましては、

販売数量減少に伴う工場操業度の悪化に加え、期後半でのニッケル価格下落に伴う評価損の計上などにより、営業

利益２４億６８百万円（前年同期比１２．２％減）、経常利益２５億２２百万円（同１２．７％減）、四半期純利

益１４億３１百万円（同４．８％減）となりました。 

     

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、３０４億２３百万円となり、前連結会計年度末に比べ１７億６０百万

円減少いたしました。流動資産は１８３億７百万円となり、１９億１９百万円減少いたしました。主な要因は、法

人税の支払いによる現金及び預金の減少（１６億５百万円）などです。固定資産は設備投資の実施などにより１億

５９百万円増加し、１２１億１５百万円となりました。 

 当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、９６億２４百万円となり、前連結会計年度末に比べ２７億８百万円

減少いたしました。流動負債は５９億１百万円となり、２６億３６百万円減少いたしました。主な要因は、未払法

人税等の減少（１６億３４百万円）や支払手形及び買掛金の減少（４億３５百万円）などです。固定負債は７２百

万円減少し、３７億２２百万円となりました。 

 当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は２０７億９８百万円となり、前連結会計年度末に比べ９億４８百万

円増加いたしました。 

     

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成２３年１０月４日に公表いたしました業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日（平成２４

年１月３０日）別途公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。尚、業績予想につき

ましては本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要

因によって異なる結果となる可能性があります。 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

     

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

     

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 

   

 該当事項はありません。 

     

１．当四半期決算に関する定性的情報

２．サマリー情報（その他）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,358 5,753

受取手形及び売掛金 6,763 6,522

商品及び製品 1,779 2,022

仕掛品 2,301 2,253

原材料及び貯蔵品 1,443 1,248

繰延税金資産 423 136

その他 156 370

流動資産合計 20,227 18,307

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,948 2,933

機械装置及び運搬具（純額） 4,161 4,741

土地 1,743 1,712

リース資産（純額） 29 21

建設仮勘定 280 147

その他（純額） 214 233

有形固定資産合計 9,378 9,790

無形固定資産 410 365

投資その他の資産 2,167 1,959

固定資産合計 11,956 12,115

資産合計 32,183 30,423

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,521 4,086

短期借入金 821 638

未払法人税等 1,703 69

賞与引当金 590 275

役員賞与引当金 41 －

その他 859 832

流動負債合計 8,538 5,901

固定負債   

長期借入金 625 540

退職給付引当金 2,879 2,922

役員退職慰労引当金 107 100

環境対策引当金 19 －

資産除去債務 72 72

その他 91 87

固定負債合計 3,794 3,722

負債合計 12,333 9,624
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 5,446 5,446

利益剰余金 9,599 10,707

自己株式 △29 △30

株主資本合計 20,016 21,122

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1 △70

繰延ヘッジ損益 △0 0

土地再評価差額金 127 127

為替換算調整勘定 △437 △529

その他の包括利益累計額合計 △308 △471

少数株主持分 142 147

純資産合計 19,850 20,798

負債純資産合計 32,183 30,423
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

売上高 24,636 25,113

売上原価 19,732 20,585

売上総利益 4,903 4,527

販売費及び一般管理費 2,091 2,059

営業利益 2,811 2,468

営業外収益   

受取利息 2 3

受取配当金 73 16

還付事業税 － 23

その他 48 48

営業外収益合計 125 91

営業外費用   

支払利息 18 16

売上割引 16 15

その他 13 6

営業外費用合計 47 37

経常利益 2,889 2,522

特別損失   

固定資産売却損 41 0

固定資産除却損 16 17

投資有価証券評価損 14 －

ゴルフ会員権評価損 0 0

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 109 －

特別損失合計 182 17

税金等調整前四半期純利益 2,707 2,504

法人税、住民税及び事業税 1,224 647

法人税等調整額 △7 414

法人税等合計 1,216 1,062

少数株主損益調整前四半期純利益 1,490 1,442

少数株主利益又は少数株主損失（△） △12 11

四半期純利益 1,503 1,431
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,490 1,442

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △99 △71

繰延ヘッジ損益 0 0

為替換算調整勘定 1 △97

その他の包括利益合計 △97 △169

四半期包括利益 1,392 1,273

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,414 1,268

少数株主に係る四半期包括利益 △21 5
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 該当事項はありません。 

   

   

 該当事項はありません。 

   

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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